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Special interview

―
― 

活
動
内
容
は
。

倉
持
さ
ん　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
に
海
外

出
身
者
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん　

私
も
日
本
語
教
室
で
同
じ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

畠
山
さ
ん　

同
様
に
日
本
語
教
室
で
教
え

て
い
ま
す
。

千
葉
さ
ん　

協
会
の
副
会
長
と
し
て
教
室

の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

―
― 

教
え
て
い
る
生
徒
さ
ん
は
何
人
ほ

ど
か
。

倉
持
さ
ん　

一
般
向
け
の
教
室
と
子
供
の

た
め
の
教
室
を
担
当
し
て
お
り
、
日
本
語

検
定
と
日
本
語
能
力
試
験
（
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）

を
目
標
と
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す

が
、
平
均
で
15
～
16
人
ほ
ど
で
す
。

畠
山
さ
ん　

子
供
の
教
室
は
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
３
回
ほ
ど
行
っ
て
い
て
人
数

は
３
～
５
人
ほ
ど
で
す
。
最
近
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
が
多
く
、
他
に
は
ベ
ト
ナ
ム
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
中
国
の
人

も
い
ま
す
。

―
― 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
。

倉
持
さ
ん　

仕
事
で
中
国
に
赴
任
し
た
際
、

言
葉
が
で
き
な
く
て
苦
労
し
た
こ
と
か
ら

言
葉
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
に
現
地
の
人
に
お
世
話
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
に
い
る
外
国
人
が

言
葉
で
苦
労
し
な
い
よ
う
に
今
度
は
自
分

が
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
中
国

で
親
切
に
し
て
く
れ
た
人
が
「
日
本
に
留

学
し
て
い
る
と
き
に
地
元
の
日
本
人
に
優

し
く
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
そ
の
思

い
を
返
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
の
で
、

恩
返
し
の
恩
返
し
的
な
こ
と
が
で
き
れ
ば

社
会
が
良
く
な
る
の
で
は
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
。

佐
藤
さ
ん　

私
は
中
国
出
身
な
の
で
、
日

本
に
来
た
と
き
は
言
葉
が
で
き
ず
と
て
も

不
安
で
し
た
。
今
は
一
関
に
30
年
住
ん
で

い
て
た
く
さ
ん
日
本
語
を
勉
強
し
、
そ
の

知
識
で
少
し
で
も
日
本
に
来
た
外
国
人
の

不
安
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

な
と
い
う
思
い
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

畠
山
さ
ん　

以
前
中
学
校
の
国
語
の
教
師

を
し
て
い
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
教
え

る
こ
と
で
外
国
人
の
子
供
や
大
人
へ
の
力

に
な
れ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
退
職

を
機
に
や
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
地
域
や
海
外
出

身
の
人
た
ち
の
た
め
に
生
か
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
― 

受
講
後
の
生
徒
さ
ん
の
様
子
は
。

佐
藤
さ
ん　

技
能
実
習
生
と
し
て
来
た
人

が
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
に
合
格
し
、
最
初
は
４
級
、

次
に
は
３
級
を
目
指
す
な
ど
、
会
話
力
も

上
達
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

―
― 

海
外
出
身
者
か
ら
気
づ
か
さ
れ
た

こ
と
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
。

倉
持
さ
ん　

ベ
ト
ナ
ム
の
人
た
ち
が
、
自

国
の
歴
史
に
つ
い
て
熱
心
に
教
え
て
く
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
代
は
こ
う
、

こ
こ
で
ア
メ
リ
カ
が
入
っ
て
来
て
、
と
い

っ
た
よ
う
に
。
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

―
― 

市
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

千
葉
さ
ん　

海
外
出
身
者
向
け
の
ご
み
出

し
の
セ
ミ
ナ
ー
を
市
側
で
や
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
や
、
当
協
会
の
存
在
を
住
民
に
周

知
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

倉
持
さ
ん　

車
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
移

動
が
難
し
い
人
が
多
く
、
距
離
が
離
れ
て

い
る
と
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
へ
の
何
ら
か
の
支
援
と
、
外
国

人
の
子
供
た
ち
が
学
校
で
孤
立
し
な
い
よ

う
な
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤
さ
ん　

外
国
人
が
一
関
に
来
た
と
き

に
相
談
が
で
き
る
窓
口
な
ど
を
増
や
せ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
放
置
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
自
転
車
が
安
く
手
に
入
る
こ
と
も
外
国

人
は
知
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
も

っ
と
知
ら
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

畠
山
さ
ん　

今
後
、
地
域
社
会
に
と
っ
て

外
国
人
と
の
共
生
が
必
要
な
中
、
支
援
だ

け
で
な
く
共
生
意
識
の
共
有
や
生
活
の
指

導
な
ど
も
考
え
る
と
今
の
状
況
で
は
限
界

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
私
た
ち
の

活
動
を
高
校
生
ら
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
増
え
て
き
て
雰
囲
気
が
明
る
く
な
っ

て
い
る
し
、
世
代
交
代
と
い
う
意
味
で
も

そ
れ
が
希
望
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日本語支援ボランティア、

一般クラス担当

倉持 幸夫 さん
一関市東花王町

日本語支援ボランティア、

日本語能力試験（ＪＬＰＴ）

担当

佐藤 明暉 さん
一関市真柴

一関市国際交流協会 副会長

兼事務局長

千葉 博 さん
川崎町門崎

日本語支援ボランティア、

こどものための日本語教室

担当

畠山 祐光 さん
一関市三関

取
材
を
終
え
て

　

外
国
か
ら
来
た
方
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

献
身
的
に
奉
仕
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
共
に
一

関
で
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、

声
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
の
が
こ
う

し
た
活
動
を
し
て
い
る
方
々
だ
と
思
い
ま
す
。

一
関
市
で
暮
ら
す
人
が
み
ん
な
輝
い
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
議
会
も
一
緒
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

（
広
聴
広
報
委
員　

菅
原
行
奈
、
石
黒
一
広
）

一関市国際交流協会

　令和２年に設立。外国人相談窓口をはじめ日本語教室、多文化理解講座、

日本や海外の伝統・文化を紹介するイベント、災害から身を守るための研

修などを展開し、市民と外国籍住民が安心して暮らせる環境づくりを支援

している。日本語教室は毎週土曜日14時から、こどものための日本語教室

は月２回土曜日15時30分から、なのはなプラザで開催している。

一関市大町4-29 なのはなプラザ４Ｆ　  0191-34-4711   
市
議
会

市
議
会    
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

- 
特
集  -

　

一
関
市
国
際
交
流
協
会
が
開
い
て
い
る
海
外
出
身
者
向
け
の
日
本
語
教
室
に
、

日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
日
本
語
サ
ポ
ー
タ
ー
）
と
し
て
参
加
し
て
い
る

倉
持
幸
夫
さ
ん
、
佐
藤
明
暉
さ
ん
、
畠
山
祐
光
さ
ん
と
、
同
協
会
副
会
長
の
千
葉

博
さ
ん
に
活
動
へ
の
思
い
や
市
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

「日本に来た外国人の

不安解消に役に立ちたい」

石黒委員 菅原委員
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令和８年定例会第124回６月通常会議

６月16日～26日／会議期間11日間

会議では補正予算や財産の取得など議案23件を審議し、原案のとおり可決しました。

６月通常会議 で話し合ったこと

補正予算

財産の取得

条例改正

＊ 議案第41号　令和８年度一般会計補正予算（第２号）

＊ 議案第48号　令和８年度一般会計補正予算（第３号）

市総合体育館の改修に４億1,800万円、

海外調査の経費に500万円を追加

＊ 議案第43～46号　財産の取得

消防団に配備している

消防車両などを更新

＊ 議案第36号　市税条例の一部改正

＊ 議案第37号　手数料条例及び印鑑条例の一部改正

個人市民税に係る寄附金

税額控除の算定方法の見直し

　一般会計補正予算は、第２号で５億7,974 万円、

第３号で500万円をそれぞれ歳入歳出に追加し、予

算総額を783億1,362万円としました。

　第２号では市総合体育館特定天井等改修事業費とし

て4億1,800万円を計上しました。メインアリーナ

とサブアリーナを対象に、特定天井改修工事のほか照

明のＬＥＤ化、床の張り替え、空調設備の更新などを

行います。19カ月ほどの工期が見込まれることから、

令和８年度から10年度までの継続費を設定し、財源

に生涯学習文化施設整備事業債を見込んでいます。

　このほか、学校用コンピュータ整備事業費として

8,100万円を計上しました。市内小中学校の学習用

タブレットの更新費用として当初予算に計上していま

したが、タブレット価格の高騰を受け増額します。

　第３号では企画調査事務費として500万円を追加

しました。台湾などからのインバウンド（訪日客）や

企業の誘致を視野に入れた事業展開、外国人材の活躍

に向けた取り組みの調査を行うため、海外調査などに

係る経費を増額しました。

　いずれも老朽化に伴い、消防団の消防ポ

ンプ自動車２台を6,094万円、小型動力ポ

ンプ積載車４台を4,114万円、大東学校給

食センターに設置しているシステム食器類洗浄機等を3,520万円でそれぞれ取得するものです。

また、図書館情報システム用機器の賃貸借契約が終了することから、新たに図書館情報システム

用機器を2,471万円余りで取得します。

　議案第36号は地方税法等の一部改正に伴い、寄附

金税額控除の算定方法の見直しなど、個人市民税及び

固定資産税に関する規定を改正するものです。議案第

37号は出入国管理及び難民認定法等の一部改正に伴い、手数料条例及び印鑑条例の一部を改正

するもので、証明書コンビニ交付サービス、印鑑登録証明書などの交付申請において特定在留カ

ードと特定特別永住者証明書を使用する方法が加わりました。

＝賛成  ＝反対  欠＝欠席　※公＝公明いちのせき、無＝無会派

会　派 清和会 一関みらい 輝郷会
日本共産党

一関市議団
公 無 決

　
議
　
結
　
果

氏　名

門
馬
　
　
功

皆
川
　
千
秋

那
須
　
　
勇

佐
藤
　
　
浩

菅
原
　
行
奈

千
葉
ち
あ
き

岩
渕
　
典
仁

千
葉
　
　
誠

永
澤
　
由
利

佐
藤
敬
一
郎

佐
藤
　
幸
淑

石
黒
　
一
広

千
葉
　
信
吉

藤
代
　
　
崇

千
葉
　
幸
男

猪
股
　
　
晃

森
　
　
英
隆

岡
田
も
と
み

佐
藤
真
由
美

千
葉
　
栄
生

齋
藤
　
禎
弘

岩
渕
　
　
優

佐
藤
　
進
治

小
野
寺
道
雄

沼
倉
　
憲
二

勝
浦
　
伸
行

議案第37号

議 

長

可 決

議案第38号 可 決

議案第39号 可 決

＊議案第37号　手数料条例及び印鑑条例の一部を改正する条例の制定

＊議案第38号　国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

＊議案第39号　 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

表決が分かれた案件

〈 その他補正予算に計上した主な事業 〉

主な事業 補正額（増額）

若者ＵＩターン支援補助金 330万円

畜産環境対策総合支援事業費補助金 3,249万円

ＥＣサイト構築事業費 2,137万円

防災対策費 578万円

こんな質疑がありました

Q.  一関ヒロセユードーム（市総合体育館）で開

催されている大会やイベントの会場はどうな

るのか。

A.  イベント主催者に別の会場を検討していただ

く。 休 館 は11 月 か ら の 予 定 で、10 月 ま で

は利用可能。市主催イベントでは来年１月の

二十歳のつどいをＳＷＳ東日本シビックホー

ル一関（一関文化センター）で開くことが決

定しているが、その他は検討中である。

こんな質疑がありました

Q.  タブレット端末の価格が高騰した主な要因は。

A.  急激な円安による調達コストの上昇、部材の

高騰による製造コスト全体の上昇、世界的な

在庫不足による市場価格の上昇など。

こんな質疑がありました

Q.  外国人材の活躍に向けた取り組みの調査とは。

A.  技能実習制度は育成就労に切り替わるが、イ

ンドネシアの日本語学校では既に育成就労を

目指して人材育成を行い日本に送り出してい

る。市内の事業所と一緒に現地の日本語学校

を訪問し、どういった方々がどのようなトレ

ーニングを行っているかを調査したい。

こんな質疑がありました

Q.  更新対象となる非常備消防用消防車両の更新基準は。

A.  配備後25年を目安とし、稼働状況、メーカーにおける

部品の供給状況などを総合的に考慮し更新している。

Q.  消防団員が減少している状況で、災害発生時に消防車両

を運用できるのか。

A.  災害発生時は消防団員が参集した時点で出動し、現場で

は他の消防団員と合流して活動していることから、現時

点において車両運用に支障が生じる状況にはない。

こんな質疑がありました

Q.  特定在留カード、特定特別永住者証明書の取

得は任意か。

A.  従来のカード、証明書にマイナンバーカード

としての機能を付加し、一体化したものであり、

取得は義務ではなく任意である。

Q.  取得しない場合に不利益が生じることはないか。

A.  特定在留カード等とマイナンバーカードを２

枚所持するか、特定在留カード等の１枚を所

持するかという違いによって行政サービスの

利用に不利益が生じるものではない。

改修工事が行われる一関ヒロセ
ユードームメインアリーナ
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その他のQ&A

⚪自然災害など有事の際の危機管理体制

⚪ クマ出没時における情報伝達体制の
課題

⚪ 地域の実情に合った地域
別危機管理体制の構築

⚪ 道の駅だいとうの防災機
能の強化

その他のQ&A

⚪千厩地域の公共施設

学校給食無償化の考えは駅東口工場跡地の整備はインフラの維持管理は

Q
市長は学校給食の無償化

について、子育て支援と

少子化対策の観点からどのような

認識を持っているか。

A
子育て支援を図る上で、子

育てに伴う経済的負担を

軽減するという点では一定の役割

を果たす政策であると捉えている。

Q
負担軽減の対象外である中

学校給食費について、市と

して独自支援を行う考えはあるか。

また、将来的な小中学校給食費の

完全無償化に向けた検討状況は。

A
中学校への対象拡大は課

題を整理した上で検討す

る。全国市長会と県市長会を通じ

て、国に対して早期の制度創設に

ついて要望しているところであり、

今後の国の動向を注視したい。

Q
再検討期間終了後、民間

の関与が期待できない場

合の市の対応は。

A
市が事業を直接行うとし

た場合、事業手法や事業

費など利活用を進めるためにどの

ような手法が成り立つか、財源の

見通しを含めて庁内で検討を進め

ている。

Q
土地利用の計画を進める

に当たり、東西の回遊性

や市街地全体への波及を含めた計

画に変更する考えは。

A
事業者公募の際にＪＲ一

ノ関駅周辺地区全体の活

性化・賑
にぎ

わい創出を図ることを目

的とした提案に期待していた。土

地利活用の効果を駅西側の中心市

街地を含めた市内全域に波及させ

ることが必要という考え方に変わ

りはなく、再検討を進める上でも

基本的な方針としていく。

Q
インフラが老朽化する中

で、維持管理の担い手は

不足している。この現状の克服の

ため国土交通省は、分野や自治体

の枠を超え、効率的に対応する新

手法「地域インフラ群再生戦略マ

ネジメント」を進めているが、こ

の取り組みについて市長の見解を

伺う。

A
国交省が推進する地域イ

ンフラ群再生戦略マネジ

メントは、複数の自治体や多様な

インフラ資産を面的に捉え、効率

的かつ持続可能な維持管理体制を

構築するための有効な手法である

と認識している。スケールメリッ

トの創出、技術の共有化、業務の

効率化を隣接する市町の枠組みで

取り組むことが可能な分野があれ

ば、協議をしていきたい。

その他のQ&A

⚪ 大型公共工事における地
元企業参画の推進

若者・女性に選ばれるまち憲法・民主主義を暮らしに

その他のQ&A

⚪鳥獣被害深刻、対策急げ

⚪危険木の早期伐採を

Q
人口戦略会議の分析結果

を踏まえ、一関市が若者

や女性、子育て世代に選ばれるま

ちとなるため、若年女性の流出要

因分析と施策効果の検証、日常的

に人が集い交流が生まれる公共空

間整備など都市政策の在り方、外

部人材や有利な財源の活用、若者

らの声の反映について市の考えを

伺う。

A
人口減少を市の最大かつ

最優先の課題と位置付け、

減少速度を緩やかにしながら人口

が減っても地域の活力を維持し、

暮らしやすいまちを目指していく。

若者や女性に選ばれるまちに向け、

ＪＲ一ノ関駅周辺の都市機能集積

や東西回遊性の向上、公共空間の

活用、意見反映に取り組む。

Q
世界では大国の無法・力

の支配により戦争が勃発

し、多くの人々が犠牲になってい

る。その中で日本政府は数の力で

憲法を改正しようとしている。市

長の見解は。また、核兵器禁止条

約参加を政府に働きかける考えは

ないか伺う。

A
戦争の惨禍を再び繰り返

さないとの固い決意の下

制定され、国民主権、基本的人権

の尊重、平和主義という普遍的価

値を基礎としている憲法の理念は、

市民生活の安定と発展に不可欠な

ものと認識している。国民一人一

人が十分な情報に基づき、冷静・

慎重に議論を深めることが重要で

ある。核兵器禁止条約に署名・批

准するよう平和首長会議を通じて

今後も働きかけていく。

＊1
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第124回 ６月通常会議

　一般質問は６月18、19、22日

の３日間で19人の議員が登壇し、

活発な議論を展開しました。

（文責は各議員）

今回のテーマは …＃ 私の暑さ対策

議員の素顔をお見せします

＃ひとこと

＊1　人口戦略会議

日本の急速な人口減少・少子化に危機感を持つ有識者

が個人の立場で集まり、長期的な人口ビジョンや必要

な政策を政府・社会に提言する民間研究組織。

＊3　地域インフラ群再生戦略マネジメント

技術系職員の数が限られる中、複数自治体や複数分野

のインフラを「群」として捉えて効率的・効果的にメ

ンテナンスしていく取り組み。

＊2　平和首長会議

反核運動を促進する世界の地方自治体で構成する国際

機構。核兵器のない平和な世界の実現に向けた大きな

潮流をつくるため、加盟都市拡大に取り組んでいる。

単

語

帳

その他のQ&A

⚪ 市公共施設等総合管理計画
第１期中期計画の取り組み

単 　 語 　 帳

用語のひとこと解説コーナーです

 暑さと協議する

ちば まこと

議
員千葉　誠

 野良仕事は朝・夕に

さとう まゆみ

議
員佐藤真由美

 寝る前の水分補給

なす いさむ

議
員那須　勇

 心頭滅却（できない）

もり ひでたか

議
員森　英隆

 水分補給と快眠

いわぶち まさる

議
員岩渕　優

＊2

＊3

若い世代が集う未来の一関へ

「学校給食費の
抜本的な負担軽
減」がスタート

一ノ関駅東口
工場跡地の様子

戦争はイヤだ、
平和が1番！改築作業中の道路
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今回のひとこと  ＃ 私の暑さ対策

　二次元コードを読み取ると、
各議員の一般質問の様子を
ご覧になれます！

その他のQ&A

⚪公園利用の多様化

⚪市街地カラスのふん害対策

その他のQ&A

⚪ 市、観光協会、ＤＭＯ、いちのせき
ニューツーリズムの役割
分担は

⚪二次交通の現状は

⚪近隣自治体との広域連携は

猊鼻渓駅階段問題どうする観光振興を社会的弱者の支援政策は

Q
ＪＲ猊鼻渓駅は観光の玄

関口でありながらホーム

には急な階段のみしかなく、イン

バウンドや高齢者、ベビーカー利

用者にとって危険で不便な状況に

ある。利用者増加を踏まえ、市は

この課題をどう認識し、スロープ

整備やＪＲとの連携をどう進める

のか。

A
市も階段利用の負担や危

険性は認識しているが、

駅施設はＪＲ東日本の管理であり

整備は同社の判断による。現時点

でスロープ整備の具体的な計画は

なく、市は要望を伝えている段階

であり、費用負担などの検討には

至っていない。

Q
1300年以上の歴史を誇る

室根神社特別大祭や天下

の奇祭大東大原水かけ祭りなど、

外国人に魅力的に映る伝統的な行

事を活用した誘客促進についてど

のような取り組みをしているのか。

A
歴史的、文化的価値が高

い伝統行事を国内外から

の誘客促進に資する重要な観光資

源として位置付け、ツアーの造成

を行っている。室根神社特別大祭

では台湾の個人旅行客をターゲッ

トとしたツアーを、大東大原水か

け祭りではせんまやひなまつりと

組み合わせたツアーを市観光協会

が実施してきた。また、台湾のケ

ーブルテレビ局を招
しょう

聘
へい

し、台湾の

テレビ番組を通じて観光資源の魅

力発信に取り組んできた。

Q
県は犯罪被害者等支援条

例の制定を各市町村に働

きかけており、被害者らの日常生

活を取り戻すためのものであるこ

とから、市も一刻も早い本条例の

制定を目指すべきではないか。

A
条例を制定している他市

町村の事例を参考にしな

がら、本年度内の条例制定に向け

て調査検討を進めている。

Q
令和８年度までの成年後

見制度利用促進計画の進
しん

捗
ちょく

状況と、令和９年度以降の本制

度の取り組みを伺う。

A
利用促進に向け、成年後

見支援センターを設置し、

制度の広報・啓発のための研修会、

講演会を開催した。課題について

は次期計画において継続して取り

組む。

その他のQ&A

⚪ 地域防災力の向上と自主
防災組織支援

千厩アイスアリーナ再開は駅東口工場跡地開発は

その他のQ&A

⚪中小事業者支援

⚪国民健康保険税の引下げ

Q
千厩アイスアリーナは、

不凍液漏えいにより、リ

ンク機能に支障が生じ、約２年間

にわたり休止している。調査の進
しん

捗
ちょく

状況の説明がされているが、施

設の今後の方向性や再開に向けた

考え方は示されていない。見解を

伺う。

A
特殊な配管構造であるこ

と、施設内に残存の不凍

液があることに加え、施設全体の

老朽化も進んでおり、今後改修の

必要な箇所が次々と出てくるこ

とが想定される。費用なども考慮

した上でさまざまな視点から総

合的に検討しなければならない。

千厩地域の他の地区からの意見

などの確認も必要と考えており、

それらの意見も含め総合的に検

討していく。

Q
ＪＲ一ノ関駅東口工場跡

地開発にかかる事業者の

公募を中止した理由は。

A
事業者の提案が市の公募

要件に合致しないため、

再検討の期間を確保することが望

ましいと判断した。

Q

A

Q
取得費用の22億8,800

万円があれば国保減免や

市民の支援もできる。利活用策が

ないまま取得を先行させた結果、

取得を目前にしながら、利活用策

が定まらないという事態に陥った。

市長の責任は重大では。

A
工場跡地の利活用策は市に

とって重大事項。また、市

民生活を取り巻く課題も多くあり、

その両方に向き合うことが私ども

の責任だ。

＊4　一関遊水地

一関市と平泉町にまたがる洪水調整施設。川からあふ

れた水を北上川沿いの農地に一時的にためることで市

街地や下流域の被害を防ぐ。

＊6　成年後見制度

認知症や知的障害などで判断能力が不十分な人の財産

管理や契約行為を、家庭裁判所が選んだ後見人などが

代理・支援し、不利益な取引から保護する仕組み。

＊5　室根神社特別大祭

熊野神勧請の故事になぞらえ、旧暦うるう年の翌年秋

に開催される東北の三大荒祭りの一つ。「室根神社祭の

マツリバ行事」は国の重要無形民俗文化財。

単

語

帳

その他のQ&A

⚪国勢調査速報値の認識

⚪人口減少対策の課題

一関遊水地営農の課題

Q
洪水貯留後に発生した災

害復旧と堆積した土砂や

流木などの処理について伺う。

A
遊水地内の洪水貯留機能

や施設機能を早期に復旧

するため、公共土木施設災害復旧

事業として遊水地の管理者である

国が実施する。

Q
洪水貯留後に農地がダメ

ージを受け、営農再開に

は土壌改良などの必要性も想定さ

れるが対策は。

A
農作物の作付けができな

くなった場合、土の入れ

替えを行う。

Q
遊水地は二線堤方式の大

規模な人工の構造物であ

る。平時においても恒常的な維

持管理費が必要と考えるが、い

かがか。

A
国では良好に施設を維持

するため、必要な予算の

確保に努める

としている。

その他のQ&A

⚪ 身寄りのない高齢者等の
終活支援

 山を見て心涼しく

ながさわ ゆり

議
員永澤由利

 涼しげな風鈴

ふじしろ たかし

議
員藤代　崇

 毎食のごはん

さいとう よしひろ

議
員齋藤禎弘

 木陰で涼を取る

おのでら みちお

議
員小野寺道雄

 とにかく水分補給

さとう しんじ

議
員佐藤進治

 冷房、帽子、直射退避など

すがわら あんな

議
員菅原行奈

今後のスケジュールは。

現時点では示せない。

＊4

＊5

＊6

確認作業が継続される
千厩アイスアリーナ

自動操舵による
スマート農業

利活用策がいま
だに決まらない
一ノ関駅東口工
場跡地

より充実した福祉
で安全で安心に スロープ整備が待たれる猊鼻渓駅

仙台国際空港
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今回のひとこと  ＃ 私の暑さ対策

単

語

帳

その他のQ&A

⚪ 遠距離通学費補助金についての課題
と見直しの考えは

⚪ 窓口業務における電子決
済導入への対応は

その他のQ&A

⚪ 畜産振興と自給飼料の生
産向上

⚪犯罪被害者等支援

スクールバスの運行支援は県立附属中学校にも給食を花泉互市の活性化策は

Q
スクールバス運行に関し

て市教育委員会として現

状の課題認識は。

A
近年の子供の徒歩習慣の

減少や保護者の通学に対

する考え方の変化があり、運行基

準について丁寧な説明をしていく

必要がある。

Q
スクールバス運行対象区

域の見直しの考えは。

A
対象とする通学距離のさ

らなる見直しは、現時点

で予定はない。

Q
通学困難の基準を新たに

設ける考えは。

A
現に児童生徒が登校して

いる現状にあり、通学が

困難な地域が存在するとは捉えて

いない。

Q
県立附属中学校への給食

提供のため、市学校給食

センターの活用を含め、県との情

報共有や協議の現状は。

A
県立附属中学校は県の所

管であること、学校給食

の提供は学校設置者である県が判

断するものであることから、市教

育委員会としては答える立場には

ない。現在、県立附属中学校から

の申し入れもない。県立附属中学

校の施設設備に課題があると聞い

ていることから、今後申し入れや

相談があれば検討していく。

Q
県に給食提供を働きかけ

る考えはないか。

A
市から県に働きかけると

いうよりは、県からの申

し入れを受け入れる体制を整えて

おきたい。

Q
花泉互市は出店業者数が

年々減少し、地域住民に

親しまれてきた地域のにぎわいを

創出する機会が失われている。交

流人口拡大や若い人たちと連携す

る考えはないか伺う。

A
花泉互市は民間団体が運

営し、市は運営費を補助

しており、多世代が楽しめる催し

の充実により商店街のにぎわい創

出と交流人口の

拡大を目指して

いる。

Q
災害時に不可欠な地元建

設業者の減少を防ぎ、市

民の生命と財産を守るための維

持・確保策について伺う。

A
地元建設業者は災害時の

初動対応や道路被害など

の調査を担い、市民の生命と生活

を守る重要な存在である。業者数

の減少は現行の防災体制の維持を

困難にするため強い危機感を持っ

ている。

その他のQ&A

⚪移住・定住対策

中山間地域等直接支払制度教育デジタル化の在り方は

その他のQ&A

⚪発達段階・教科特性を踏まえた運用は

⚪タブレット端末の使用状況は

⚪長時間使用による影響認識は

⚪海外の教育動向の把握

Q
制度の５期対策と６期対

策の比較で、取り組み協

定数や面積の変化とその要因をど

のように分析しているか。

A
対策の節目となる令和６年

度と令和７年度比較では、

協定数は290協定から244協定

（46協定減）、面積は8,354㌶か

ら6,345㌶（2,009㌶減）となっ

ており、リーダーの不足や高齢化

の進行、交付要件への対応が難し

いことなどが要因と捉えている。

Q
制度内容の変更について、

集落機能強化加算の復活

や重要文化的景観に選定されてい

る本寺地域への加算の創設など、

国に働きかけてはどうか。

A
国の制度の動向を注視す

るとともに、制度の見直し

が行われる場合は改善すべき事項

について県を通じて国へ要望する。

Q
教育のデジタル化の効果

検証が不十分なまま導入

が進むことにどのような問題意識

を持っているのか。

A
デジタル教科書や教材の

活用を自己目的化するの

ではなく、児童生徒一人一人の学

びを充実させることが重要な目的

である。

Q
運用や効果検証に関する

最終的な責任主体と、学校・

教育委員会・家庭の役割分担は。

A
教育委員会は市全体の状

況を分析して課題を明ら

かにし、改善方策を各学校へ示す。

各学校は分析結果を基に、児童生

徒の実態を踏まえて課題を把握し

指導改善に取り組む。家庭は学校

と連携し、心身の健康管理や学習・

生活習慣に関するルールづくりを

行うことが重要となっていくと考

える。

＊9　デジタル教科書

紙の教科書を電子化し、パソコンやタブレット端末で使用

する。デジタル機能の活用で学習理解が深まるという利点

の一方、通信環境や視力低下などの課題も指摘されている。

＊8　中山間地域等直接支払制度

生産条件が不利な中山間地域で農業を営む農業者に交付金を

支給する制度。集落などを単位とする協定を締結し、それに

従って農業生産活動を行う農業者に面積に応じて交付される。

＊7　全国版空き家空き地バンク

自治体が把握する空き家・空き地情報を集約し、自治

体を横断して簡単に検索できるようにすることでマッ

チングを支援する国土交通省主導のシステム。

その他のQ&A

⚪軽救急車導入への見解

⚪救急体制の強化・拡充

効率的・効果的な空き家対策を

Q
所有者へ届く納税通知書

の発送機会を最大限に生

かすため、同封する空き家啓発チ

ラシは支援事業の網羅や見やすさ

の工夫など、相談に結び付く内容

へ刷新すべきでは。

A
今後は内容を充実させ、二

次元コードの活用などで必

要な情報にアクセスしやすくする。

Q
無料で集客力のある「全

国版空き家空き地バンク」

には県内多くの自治体が参画して

いるが、本市は未参画である。全

国への発信力を高めるため参画す

べきでは。

A
早期参画を目指して必要

な手続きを進める。

Q
分散している相談窓口を一

元化し、利用者が迷わない

ワンストップ窓口にすべきでは。

A
窓口は生活環境課に一元

化している。誤解を招く

ホームページの案内は修正する。

その他のQ&A

⚪ 地域建設業の維持と災害
対応体制は

⚪ 所有者不明土地への対
応は

 梅干し

みながわ ちあき

議
員皆川千秋

 冷感インナー着用

ちば えいき

議
員千葉栄生

 毎日発酵食品を食べる！

ちば ちあき

議
員千葉ちあき

 水分補給

さとう けいいちろう

議
員佐藤敬一郎

 お風呂後の水浴び

さとう ゆきとし

議
員佐藤幸淑

 早朝の農作業

いのまた あきら

議
員猪股　晃

＊7

＊8

＊9

＊10

＊10　花泉互
たがいち

市

藩政時代に長禅寺（花泉町涌津）参道で開かれていた物々

交換の師走市が起源とされる。昭和50年から花泉中央

振興商店街協同組合が主催し、毎年春と秋の年２回開催。

花泉互市の活性化を

格差のない通学支援を望む

農村環境が維持されている中山間地

市内で提供されて
いる学校給食

学校で保管される１
人１台タブレット端末 一関市の空き家

把握状況

（一関市空家等対策計

画 令和8年度～令和

12年度より） 一関

1600 1540

515

777

433
291

193 162
335

1400

1200

1000

800

600

400

200

0
花泉 大東 千廐 東山 室根 川崎 藤沢

地域別の空家戸数
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今回のひとこと  ＃ 私の暑さ対策

その他のQ&A

⚪副市長２人体制の目的

⚪副市長の役割分担

⚪ 副市長２人体制に期待す
る成果

介護事業所への支援策は

その他のQ&A

⚪就学援助制度の拡充を

⚪敬老事業の拡充を

Q
訪問介護事業所の状況把

握は。また、市内介護事

業所の経営安定化を図るための市

の独自支援は。

A
一関地区広域行政組合で

１月～４月にかけて実態

調査を行った。結果は現在分析中。

本来は介護保険制度の中で対応

策が行われるべきだが、市の施策

として対応が図れないか検討し

ている。

Q
花巻市は市の政策判断に

より、基本報酬マイナス

改定の引き下げ相当分を支援する。

一関市の考えは。

A
可能な限り迅速に検討を

進め、対応を図りたい。

Q
前回、物価高騰対策とし

て提案した、訪問介護事

業所に対するガソリン代などの支

援について検討状況は。

A
どのような形になるかと

いう部分はあるが、検討

を進めたい。

鳥獣被害の現状と課題は

Q
近年、クマの人里への出

没が相次ぎ、室根町では

クマに襲われたとみられるカモシ

カの死骸が発見されるなど、市民

の不安は高まっている。クマ対策

は農作物被害対策にとどまらず、

市民の生命・財産を守るために重

要な課題である。今後も出没の増

加が懸念される中、市は現在の被

害状況をどのように分析し、どの

ような課題があると認識している

のか。

A
本年度はヤギやカモシカ

の死骸が発見された事案

やタケノコの食害など、クマによ

る被害を３件確認している。人的

被害はないものの、被害を未然に

防ぐため、人里・里山の環境整備

や出没抑制対策を進める必要があ

ると認識している。

一 関 市議会短信

全国市議会議長会から

２人に表彰状

　全国市議会議長会より次

の２人が永年在職表彰を受

けました。６月通常会議初

日の６月16日、議場にて伝

達式が行われました。

議会モニターに

10人を委嘱

　令和８年度議会モニター

として市民10 人を委嘱し、

６月11日に市役所で委嘱状

交付式を行いました。委嘱

期間は同日から令和９年３

月末までです。

　モニター制度は議会運営

に当たり広く市民の意見を

聴き、議会の改善につなげ

るために導入しています。

モニターには本会議や委員

会を傍聴してもらうほか、

広聴広報委員との意見交換

会に出席して意見や提言を

寄せていただきます。

0 50 100 150 200 250 300 350

245（33％）

313（42.1％）

68（9.2％）

86（11.6％）

31（4.1％）

「テーマを決めず」誰でも参加できる

懇談会を地区ごとに開催

「テーマを決めて」誰でも参加できる

懇談会を地区ごとに開催

テーマと懇談する団体（組織）を

決めて開催

希望する団体（組織）の意向により

必要により開催

その他

0 100 200 300 400 500

410

469

354

120

25

市や市民のためになるよう

政策の提言を行う

地域の声を聞いてほしい

市民生活で困っていることについて

聞いてほしい

市政のチェック

その他

広聴広報の取り組みに関する
アンケートを行いました
一関市議会では今後の議会活動の参考とするため、２月20日から３月20日までアンケートを実施し、900を超える

回答を頂きました。集計データの一部を紹介します。アンケート結果は市議会のホームページに掲載しています。

◆ こんな声もありました ◆ 期待に応える広聴広報活動に

　アンケートの実施に当たり、各市民センターなどの支援や高

校生ら多くの協力を頂いたことに感謝いたします。アンケート

結果から、議会だよりや市議会のホームページなどの閲覧、市

議会の傍聴など、市民が議会と接点を持っている割合は少なく、

市民の関心は残念ながら低い状況がうかがえました。さまざま

な観点からの意見や要望も頂いており、アンケート結果を基に、

市民の期待に応えられるよう「市民と議員の懇

談会」の開催形態の見直しなど、今後の広聴広

報活動を拡充していきたいと考えています。

広聴広報委員長  猪股晃

高校生への助成をもっと増やして

ほしい

議会の質問の関心が農業に偏って

いる。工業や商業、教育などにも

視野を広げてほしい

住民の立場になって強い意見を

言ってほしい。身近に感じられる

議員になってほしい

10代

30代

60代

Q 市民と議員の懇談会の開催方法は？

Q あなたは議員や市議会に何を期待しますか？（複数回答可能）

 冷水を持ち歩く

おかだ もとみ

議
員岡田もとみ

 室根山ワーケーション

いわぶち のりひさ

議
員岩渕典仁

単

語

帳

＊11　基本報酬マイナス改定

介護や障害福祉などのサービスに対して、国が定める

基本報酬（サービス提供１回・１単位当たりの単価）

を前回より引き下げること。

＊11

勝浦伸行議長
（議長４年以上）

永澤由利議員
（議員10年以上）

委嘱状を受け取るモニター（左）

猟友会と連携した鳥獣被害対策

「日中一時支援」も
行っているＮＰＯ
法人奏楽のたね
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産
業
建
設
施
策
に
関
す
る
先

進
地
と
し
て
和
歌
山
県
の
３
自

治
体
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
田
辺
市
は
民
有
林
面
積

の
う
ち
68
％
が
人
工
造
林
地
で

あ
り
「
紀
州
材
」
と
呼
ば
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
材
を
産
出
し
て
き
ま

し
た
が
、
木
材
価
格
の
低
迷
に

よ
り
素
材
生
産
量
が
低
下
し
、

地
域
へ
の
原
木
供
給
量
確
保
が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
Ｄ
Ｅ
Ｍ
デ
ー
タ
な
ど
の
情

報
を
生
か
し
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
よ
る
解
析
を

行
う
こ
と
で
、
森

林
施
業
に
係
る
調

査
設
計
コ
ス
ト
を

低
減
さ
せ
る
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
。

田
辺
市
役
所
直
営

の
現
場
を
モ
デ
ル

と
す
る
こ
と
で
、
人
工
数
を
正

確
に
把
握
で
き
、
有
効
な
点
や

課
題
も
直
接
く
み
取
れ
た
こ
と

か
ら
、
普
及
に
資
す
る
こ
と
が

で
き
た
そ
う
で
す
。

　

「
Ｂ
ｏ
ｋ
ｕ
Ｍ
ｏ
ｋ
ｕ
」
は
、

若
者
が
虫
食
い
材
な
ど
を
魅

力
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
で
、
利
益
を
山
の

再
生
に
還
元
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の

先
進
地
と
し
て
の
状
況

を
伺
い
、
市
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、

観
光
協
会
、
観
光
事
業

者
が
密
に
連
携
を
取
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
連
携
を
深
化

さ
せ
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

総
務
施
策
に
関
す
る
先
進
地

と
し
て
福
井
市
、
富
山
市
、
射

水
市
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
射
水
市
で
は
、
地
域
公
共

交
通
計
画
の
基
本
理
念
と
し
て

「
地
域
の
く
ら
し
・
に
ぎ
わ
い
・

交
流
を
は
ぐ
く
む
持
続
可
能
な

公
共
交
通
の
実
現
」
を
掲
げ
、

① 

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公

共
交
通
網
の
整
備 

② 

交
通
Ｄ

Ｘ
に
よ
る
持
続
可
能
な
仕
組
み

づ
く
り 

③ 

暮
ら
し
を
支
え
利

用
を
促
す
交
通
機

関
の
充
実
―
の
３

方
針
に
基
づ
き
施

策
を
推
進
し
て
い

ま
し
た
。

　

従
来
型
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
に
加
え
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
「
の
る
ー
と
射
水
」
を
導
入
。

利
用
者
は
ア
プ
リ
や
電
話
で
予

約
を
行
い
、
Ａ
Ｉ
が
予
約
状
況

に
応
じ
て
最
適
な
運
行
ル
ー
ト

を
自
動
生
成
す
る
仕
組
み
で
、

従
来
の
固
定
路
線
・
固
定
時
刻

型
交
通
と
比
較
し
て
柔
軟
性
が

高
い
点
が
特
徴
で
し
た
。
ま
た
、

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

を
設
置
し
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
・

バ
ス
事
業
者
・
行
政
が
継
続
的

に
協
議
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
導
入
段
階
か
ら
事
業

者
と
の
調
整
を
重
ね
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
運
行
を
担
う

形
を
構
築
し
て
い
る
点
は
、

地
域
交
通
維
持
の
た
め

の
現
実
的
な
手
法
と
し
て

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

⚫  

和
歌
山
県
有
田
市
「
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
（
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
‒
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ  

Ｉ
Ｎ

 

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
）
に
つ
い
て
」

⚫  

和
歌
山
県
田
辺
市
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
低
コ
ス
ト
林
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

 

「
森
林
経
営
管
理
制
度
に
つ
い
て
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
つ
い
て
」

⚫  

和
歌
山
県
御
坊
市
「
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
活
用
事
業
に
つ
い
て
」

⚫  

福
井
県
福
井
市
「
財
産
有
効
活
用
民
間
提
案
制
度
に
つ
い
て
」

⚫  

富
山
県
富
山
市
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
に
つ
い
て
」

 

「
移
住
定
住
に
つ
い
て
」

⚫  

富
山
県
射
水
市
「
公
共
交
通
に
つ
い
て
」

調査事項

調査事項

５
月
20
日
〜
22
日

５
月
20
日
〜
22
日

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

総
務 

常
任
委
員
会

議会活動レポート

任委員会行政視察報告常

持続可能な地域公共交通とは

林業のＩＣＴ活用による成果は

　

広
聴
広
報
施
策
に
関
す
る
先

進
地
と
し
て
喜
多
方
市
、
会
津

若
松
市
の
両
市
議
会
を
視
察
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
会
津
若

松
市
議
会
で
は
市
民
と
の
意
見

交
換
会
を
地
区
別
と
分
野
別
で

開
催
し
て
お
り
、
地
区
別
は
市

内
15
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ

を
決
め
て
年
２
回
、
５
班
編
成

で
開
催
し
、
分
野
別
は
各
常
任

委
員
会
が
政
策
立
案
や
団
体
な

ど
の
要
請
に
応
じ
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
や
要
望

に
対
し
て
は
、
常

任
委
員
会
な
ど
で

検
討
を
行
い
、
市

の
対
応
状
況
も
踏

ま
え
、
進し

ん

捗
ち
ょ
く

を
次

の
意
見
交
換
会
や

議
会
だ
よ
り
で
報
告
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
声
が
議
会
に
伝
わ

り
、
課
題
解
決
に
向
け
た
政
策

に
つ
な
が
っ
て
い
く
取
り
組
み

が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
関
市
議
会
広
聴
広
報
委
員

会
で
は
、
市
民
と
議
員
の
懇
談

会
を
議
員
全
員
が
４
班
編
成
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
対

象
団
体
と
テ
ー
マ
を
決
め
て
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
は
よ
り
細
か
な
地
域
を
対
象

と
し
て
、
地
域
課
題
を
テ

ー
マ
に
誰
で
も
参
加
で

き
る
懇
談
会
を
開
催
す

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
民
生
施
策
に
関
す
る
先

進
地
と
し
て
四
つ
の
自
治
体
を

訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

小
山
市
で
は
小
山
高
専
と
の
連

携
に
至
っ
た
経
緯
や
そ
の
効
果

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

小
山
市
と
小
山
高
専
は
平
成
24

年
に
連
携
協
定
を
結
び
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
連
携
は
小
山
高
専

建
築
学
科
の
学
生
か
ら
の
提
案

で
実
現
し
た
も
の
で
し
た
。

　

小
山
市
の
空
き
家
バ
ン
ク

の
取
り
組
み
は
、

学
生
が
事
前
打
ち

合
わ
せ
か
ら
参
加

し
、
９
月
～
10
月

に
現
地
調
査
、
翌

年
３
月
に
物
件
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。
調

査
は
空
き
家
の
利

活
用
調
査
（
所
有
者
同
意
）
で
、

市
職
員
が
同
行
し
て
学
生
４

～
５
名
が
参
加
し
ま
す
。
掲
載

す
る
の
は
画
像
や
状
態
に
つ

い
て
の
コ
メ
ン
ト
、
利
活
用
の

提
案
な
ど
。
小
山
高
専
と
の
コ

ラ
ボ
物
件
は
毎
年
度
３
件
ほ

ど
あ
る
そ
う
で
す
。
小
山
市
の

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
「
楽
し
さ
」
を
テ
ー
マ
に

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
、

見
る
人
を
引
き
込
む
工
夫
が

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

関
市
の
空
き
家
バ
ン
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
不
動

産
業
者
の
ペ
ー
ジ
を
見

て
い
る
よ
う
で
魅
力
に

欠
け
る
と
思
わ
れ
、
空

き
家
の
状
況
を
伝
え
る

工
夫
を
し
て
ほ
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。

⚫  

福
島
県
喜
多
方
市
議
会

⚫  

福
島
県
会
津
若
松
市
議
会

　

 

「
市
民
と
議
員
の
懇
談
会
に
つ
い
て
」
「
議
会
広
報
に
つ
い
て
」

⚫  

埼
玉
県
川
口
市
「
学
び
の
多
様
化
学
校
に
つ
い
て
」

⚫  

神
奈
川
県
大
和
市
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
つ
い
て
」

⚫  

東
京
都
品
川
区
「
朝
の
児
童
の
居
場
所
確
保
事
業
に
つ
い
て
」

⚫  

栃
木
県
小
山
市
「
市
と
小
山
高
専
の
連
携
に
よ
る
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
」

調査事項

調査事項

５
月
18
日
〜
20
日

４
月
23
日
、
24
日

広
聴
広
報 

委
員
会

教
育
民
生 

常
任
委
員
会

議員は総務、産業建設、教育民生のいずれかの常任委員会に所属し、分野ごとに議案や

請願などの調査、審査をしています。また、各会派からの選任で広聴広報委員会を構成

しています。最近の視察活動をお知らせします。

市と高専の連携による

空き家バンクに注目

市民の意見、どう生かす

射水市での視察

田辺市での視察

小山市での視察

会津若松市での視察
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　物価高や人口減少など地域を取り巻く課題が顕著になっている

一方、一関市では地域活動や学校行事などを通じ、人と人とのつ

ながりの大切さを改めて感じる場面が多くあります。広聴広報委

員会として、市議会での議論や取り組みをより分かりやすく市民

の皆さまにお伝えし、身近に感じていただける「議会だより」を

目指しております。これからも皆さまのお役に立てる情報発信に

努めてまいります。（委員 千葉誠）
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　北上大橋付近の北上川で毎年９月に開かれる

北上川流域交流Ｅボート大会。川と親しみ、交流

促進や地域活性化につなげようと続けられてい

ます。

北上川で白熱レース Ｅボート大会

イラストレーター：有華（市内在住）

 編集後記

No.86
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

広聴広報

委 員 会

［委 員 長］　　猪股　　晃　　［副委員長］　　菅原　行奈

［委 員］　　千葉ちあき　　皆川　千秋　　森　　英隆　　佐藤　進治

　　　　　　　千葉　　誠　　石黒　一広　　佐藤真由美

今号の 

待受画像

ダウンロード

　数年前に帰ってきた故郷は、子供の頃に見

ていた景色とは違いました。増える休耕田や

シャッター商店街、進む少子化、この地を去

る若者、教育と文化資本の乏しさ、所得の低

さなど諸問題を感じながら生きています。生

きることに精いっぱいの私たちは社会に目を

向ける余力がありません。しかし、誰が生きる

町なのでしょうか？　一番身近な市政にまず

目を向けてみませんか？　課題や取り組みに

目を向けてみませんか？　私は小さなことから

社会を変えたいと、ろうそくの火のように小さ

く願い、この一関で生きてみることにします。

　「あー、こんなに広い空を見たのは久しぶ

りだ」。東京で１人暮らしを始めた長男がゴ

ールデンウイークで帰省した際、駅へ迎え

に行った車中での言葉に、自分たちが住ん

でいる地域の風景、自然は何物にも代え難

いのだと再認識しました。岩手県にはおい

しい食べ物がたくさんあります。親切な人、

おせっかいな人もたくさんいます。みんない

い人ですが、もう少しがめつくてもいいと思

います。物の価値だけでなく「コト」の価値

もたくさんあり、この価値ある農村風景を守

っていければと感じた長男との会話でした。

日
々
の
暮
ら
し
で
思
う
こ
と

ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど

市
民
の
声
を
聞
き
ま
し
た

私たちが生きる町は

私たちで創る

価値ある農村風景

守っていきたい

徳
とく

永
なが

こはく さん （東山町） 佐
さ

藤
とう

勧
すすむ

 さん （花泉町老松）

市
民
の

声

 次の通常会議の予定は

9/1 火 〜 29 火

会議日程はホームページをご覧くだ

さい。詳しくは議会事務局（☎︎㉑

8604）までお問い合わせください。

議会を傍聴してみませんか

　実際に議場に足を運んで、生の議

会をご覧になってみませんか。お気

軽にお越しください。

インターネットで生中継

　議会（本会議）の模様をライブ配

信しています。議会のホームページ

からアクセスしてください。

一関市議会


